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子供の生活習慣と虫歯の関連

本間　達　　　若松　秀俊

要旨　学童期の子供にとって虫歯の罹患率は高く，風邪と同様に一般的な疾病である．この病態は元の状態
に復帰することが極めて困難であるので，学童期からの病態発現の機序から予防の手法にいたるまで様々な
研究がなされている．実生活における虫歯予防のために，食行動を含めた生活習慣や子供の精神的な傾向も
考慮した総合的な検討が必要である．本研究では日本健康科学学会で行った「子供と健康に関する全国調査」
の結果に基づいて，子供の虫歯の数と食生活の関連について総合的に検討を行った．この結果，虫歯の数に
影響を与えると考えられる項目を選び出した．さらにそれらの項目関連から食事の組合せや飲料の摂取など
により実際の虫歯の数への影響が異なることがわかり，虫歯の罹患が単一要因のみによるものではなく，生
活習慣全般に依存するものであることを明らかにした．
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はじめに＋

　学童期の子供にとって虫歯の罹患率は高く，風
邪と同様に一般的な疾病である 11,12,17)．この病態
は元の状態に復帰することが極めて困難である
ので，学童期からの予防措置が望まれており，病
態発現の機序から予防の手法にいたるまで様々
な研究がなされている 1,2,3,4,5,7,9,10,11,12,13,14,15,16)．それ
らの多くは特定の要因にのみ着目して検討を行
い，虫歯の数に直接影響を及ぼす因子を明らかに
しようとしてきた．しかし，実生活においてはこ
れらの因子が相互に作用しているので，特定の因
子のみ考慮しても虫歯の予防と言う観点で有効
と言いがたい．なぜならば，特定の虫歯を増やす
因子を制限することで，食生活のバランスが変化
し，他の因子の作用によって虫歯に影響するから
である．このような因子の複合効果について考慮
した虫歯予防を行なうために，食行動を含めた生
活習慣や子供の精神的な傾向も考慮した総合的
な検討が求められている．このために虫歯に影響
しない因子も含めた多項目の調査と項目間の影
響を考慮した解析が必要である．
　ところで，著者らはこれまでに日本健康科学学
会の「子供と健康」分科会で行った全国規模の｢食
習慣が子どもの健康に及ぼす影響｣の調査データ
(以下調査データ)に基づいて，子供の食習慣が子
供の健康に及ぼす影響について検討を行ってき
た 5,17,18,19,20)．このデータは無作為に選択した標本
に多項目のアンケートを行い，得られたものであ
る．このアンケートでは虫歯の数に関する質問項
目があるので，この項目を主項目として虫歯に関
する全般的な検討が可能である．この調査データ
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を用いて単純なχ2 検定を連続で実行する手法に
よる多項目同時解析を行い，虫歯に連なる食行動，
生活習慣，およびそれらに影響を及ぼす子供の精
神面について検討する．

Ⅰ．方法

　調査データの回答数 9828 人のうち，治療済み
を含めた子供の虫歯の数についての有効回答数
は 9186 人(93.5%)である．調査データは甘味の強
い食品が健康に及ぼす影響について調査したも
のである．虫歯の数はアンケート項目の一つであ
り，回答者は虫歯との関連をとくに意識していな
いので，調査対象者客観的回答が得られると思わ
れる．このデータに基づいて子供の虫歯の数に影
響を与える要素，および虫歯の数が子供の生活に
与える影響について検討する．アンケートでは治
療済を含めた虫歯の数を 0,1-3,4-6,7-9,10-12,13-
16,17-20,21 本以上という 8 つのカテゴリーに分類
して回答を得た．しかし 10 本以上と回答する 4
つのカテゴリーでは標本数がきわめて少なくな
るので統計学的な意味を考慮して 1 つのカテゴリ
ーに統合し，全体で５つのカテゴリーとした．そ
れぞれのカテゴリーについて，他のアンケート項
目のカテゴリーごとの度数を計数し，関連を調べ
る．具体的には，虫歯の数と他項目それぞれによ
る分割表を考え，連続的にχ2 検定を行い，有意
な傾向(p<0.01)が認められるものを抽出する．こ
れら一連の操作は F-BASIC 6.0(富士通ミドルウェ
ア社製)を用いて著者らが作成した完全連続自動
統計処理プログラムによって行い，抽出に人為的
な操作は一切加えない．この流れ図を図 1 に示す．
この多項目同時解析により抽出した項目は虫歯
の数との間に明確な関連があるとみなす．抽出し
た項目を，「虫歯の数に影響を与える要素」と「虫
歯から影響を受ける要素」の２つに分類する．さ
らに，抽出されなかった項目のうち有意差のない
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ものを「虫歯の数に影響を与えない要素」と考え
る．以上の 3 つの要素間の影響についてそれぞれ
検討する．

カテゴリーが
残っているか

START

END

データ読込

カテゴリー
ごとの計数
(分割表作成)

χ2検定
(分割表の検定)

判定１：有意差
が認められるか

判定２：一定の
傾向が認められるか

データ出力

YES

YES

YES
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NO

NO

図 1　連続χ2検定による多項目同時解析の流れ図

Ⅱ．結果

１．虫歯の数に影響を与える要素

1)年齢

0 1-3 4-6 7-9 10以上
16.6% 32.1% 35.4% 4.6%35.4%

学年

単位：本

：たいへん
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虫歯の数(a)
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甘いものをどのくらい
摂っていたか・幼児2-4歳

(b)

：小学1-3年
：小学4-6年
：中学1-3年

図 2　甘いものの摂食歴と虫歯の関係

　虫歯の数と子供の学年について検討したとこ
ろ，虫歯の数が多くなるほど小学 1-3 年の割合が
有意に増加する傾向が認められた．なお男女差は
特に認められなかった．また甘いものをどのくら

い摂っていたかというアンケート項目について
検討したところ，虫歯が多い子供ほど 2～4，4～6
才で甘いものを多く摂る割合が多い傾向が認め
られた．0～2 才，小学 1～3 年，小学 4～6 年，中
学 1～3 年についても同様の結果が得られた．な
お小学 1～3 年，小学 4～6 年，中学 1～3 年につ
いては，回答者は該当年齢に達した者のみの回答
で，有効回答数はそれぞれ 8689 人(88.4%)，5938
人(60.4%)，3165 人(32.2%)であった．

2)食事

(1)間食(甘いもの摂取量)

1週間当たりどのくらい
飴を摂るか

1週間当たりどのくらい
ガムを摂るか

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：摂らない
：1-3
：4-6
：7-10
：11-14
：15以上

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

(a) (b)

0 1-3 4-6 7-9 10以上

単位：本
虫歯の数

0 1-3 4-6 7-9 10以上

図 3　甘いものの摂食量と虫歯の関係

　虫歯の数と現在の甘いものの摂食量の関係に
ついて以下のような結果を得た．
　飴，ガム，アイスクリームを摂る量が多いほど
虫歯が多い傾向が認められた．なおチョコレー
ト・ジュース・菓子パン・ゼリーについては有意
差が認められたが明確な傾向は認められなかっ
た．また，虫歯が多い子供ほど，食事の摂取量が
変わるほど甘いものを食べる傾向が認められた．

(2)甘いものについての意識

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：好き
：やや好き
：やや嫌い
：嫌い

甘いものは好きか嫌いか

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：はい
：いいえ

甘いものを疲れたとき欲しくなる

(a) (b)

0 1-3 4-6 7-9 10以上

単位：本
虫歯の数

0 1-3 4-6 7-9 10以上

図 4　甘いものに対する意識と虫歯の関係

　甘味の強い食品についての意識として，虫歯が
多い子供ほど「甘いものが好きである」と回答す
る傾向が認められた．
　また，甘いものをどのように摂るかという質問
項目に対して，虫歯が多い子供ほど「甘いものを
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それほど欲しくない」という回答選択をしない傾
向が認められた．
　さらに虫歯が多い子供ほど「甘いものをどうい
うときに欲しくなるか」という質問項目に対して，
「甘いものを疲れたときに欲しくなる」という回
答が有意に減少する傾向が認められた．

(3)野菜

：好き
：やや好き
：やや嫌い
：嫌い

野菜が好きか嫌いか

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：2回以上
：1回
：むらあり
：ほとんど
　食べない

一日当たりどのくらい
野菜を摂るか

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

(a) (b)

0 1-3 4-6 7-9 10以上

単位：本
虫歯の数

0 1-3 4-6 7-9 10以上

図 5　野菜の摂食と虫歯の関係

　虫歯が多い子供ほど野菜が嫌いな傾向および
野菜を摂らない傾向が認められた．さらに虫歯が
多い子供ほど野菜をジュースとして摂らない傾
向が認められた．
　なおアンケート結果から，一日に野菜を摂取す
る回数と，一週間当たりに野菜をジュースとして
摂る量の間には有意な傾向が認められた．

(4)副食

　副食では，虫歯が多いほどレトルト食品を利用
しないという回答率が少なくなる傾向が認めら
れた．さらに，インスタント食品を利用しないと
回答する割合が少なくなる傾向も認められた．

3)生活の習慣

食事は規則正しいか 母親と一日当たり
一緒に過ごす時間

：規則正しい
：やや正しい
：やや不規則
：不規則

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：1時間未満
：1-3時間未満
：3時間以上

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

(a) (b)

0 1-3 4-6 7-9 10以上

単位：本
虫歯の数

0 1-3 4-6 7-9 10以上

図 6　保護者の養育態度と虫歯の関係

　虫歯が多い子供ほど食事が不規則である傾向
が認められた．
　一方，虫歯が多い子供ほど，母親と一日当たり

一緒に過ごす時間が長い傾向も認められた．
　また家での勉強時間が短く，また塾へ行った時
に一回当たり過ごす時間も短い傾向が認められ
た．
　さらに外で遊ぶ時間とともに，家の中で遊ぶ時
間(テレビ以外)が長い傾向が認められ，テレビを
見る時間も長い傾向が認められた．

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

一日に外で遊ぶ時間
(学校以外)

塾で一回当たり過ごす時間

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：0.5未満
：0.5-1
：1-2
：2-3
：3-4
：4時間以上

(a) (b)

0 1-3 4-6 7-9 10以上

単位：本
虫歯の数

0 1-3 4-6 7-9 10以上

図 7　家の外で過ごす時間と虫歯の関係

２．虫歯の数に影響を与えない食事

　統計処理の結果，虫歯の数と表 1 に示す項目の
それぞれとの間に有意差が認められなかった．す
なわち虫歯の数に影響しない要素が得られた．

表 1　虫歯に影響を与えない要素
米飯食・パン食・めん類(一週間に食する回数)
食事の様式(和風・洋風・中華風)
野菜の調理法(生野菜・調理した野菜・両方)
野菜の種類(緑黄・単色・根菜・まんべんなく)
サラダとして野菜を食べる量
みそ汁(一週間当たりの摂食量)
いも類(一週間当たりの摂食量)
きのこ類(一週間当たりの摂食量)
海草類(一週間当たりの摂食量)
豆類(一週間当たりの摂食量)
焼き魚・煮魚類(一週間当たりの摂食量)
刺身類(一週間当たりの摂食量)
牛豚肉類(一週間当たりの摂食量)
鳥肉類(一週間当たりの摂食量)
チーズ(一週間当たりの摂食量)
ハンバーガー(一ヶ月当たりの利用頻度)
フライドポテト(一ヶ月当たりの利用頻度)
ソーセージ(一ヶ月当たりの利用頻度)
寿司(一ヶ月当たりの利用頻度)
弁当(一ヶ月当たりの利用頻度)
牛乳(一週間当たりの摂取量)
紅茶(一週間当たりの摂取量)
コーヒー(一週間当たりの摂取量)
紅茶・コーヒーに入れる砂糖の量
ヨーグルト(一週間当たりの摂食量)
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ビスケット(一週間当たりの摂食量)
せんべい(一週間当たりの摂食量)
ケーキ(一週間当たりの摂食量)
プリン(一週間当たりの摂食量)
和菓子(一週間当たりの摂食量)
最近の甘いものの摂取量変化

３．虫歯が子供に与える影響

1)食事態度に与える影響

食事を子供がどう思うか
おいしく食べている

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：たいへん
：かなり
：すこし
：まったく

(a)

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

(b)

0 1-3 4-6 7-9 10以上

単位：本
虫歯の数

0 1-3 4-6 7-9 10以上

食事を子供がどう思うか
無理に食べている

図 8　虫歯の数と食事に対する意識の関係

　虫歯が多い子供ほど食事をおいしいと感じて
おらず，また料理を楽しんでいない傾向が認めら
れた．さらに，食事を無理に食べており，食事時
間を苦痛に感じる傾向が認められた．

2)子供の身体面と精神面への影響

最近1-2年の身体面
歯をみがくと出血

最近1-2年の精神面
性格はくじけない

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

：たいへん
：かなり
：すこし
：まったく

16.6% 32.1% 35.4% 4.6%11.3%

(a) (b)

0 1-3 4-6 7-9 10以上

単位：本
虫歯の数

0 1-3 4-6 7-9 10以上

図 9　虫歯の数と子供の身体・精神への影響の関係

　子供の身体面の影響として虫歯が多い子供は
歯を磨くと出血しやすい傾向が認められた．なお，
虫歯の数と風邪の頻度の間に有意差が認められ
たが，明確な傾向は認められなかった．
　また，精神面の変化として．虫歯の数が多い子
供ほど以下の表 2 に示すような傾向が認められた．
なお，年齢・性別による差異は認められなかった．

表 2　虫歯の多い子供に見られる精神面の傾向
社会問題に関心がない．

努力しない．
くじけやすい．
落ち着きがない．
几帳面ではない．
相手の気持ちを考えない．
冷静な判断が出来ない．
いやな夢を見ないことが少ない．
誠実でない．
不平不満がつのることが多い．
自分勝手なところがある．
けんかっ早いところがある．

Ⅲ．考察

１．年齢についての考察

　本研究ではアンケートにより治療済を含めた
虫歯の数を回答として得た．したがって，乳歯か
ら永久歯に生え替わる場合のみ，虫歯の数は減少
する．虫歯の数が 10 本以上の場合について見る
と，図 2(a)に示したように，小学 1-3 年の割合が
過半数で一番多く，小学 4-6 年，中学 1-3 年はほ
ぼ同じ割合となっている．すなわち乳歯から永久
歯に生え替わり，新しく生えた永久歯が虫歯にな
る割合が，乳歯の時の約半数程度であることを示
唆している．これは，高校生時の歯の健康評価で
「問題あり」である割合が小学生時に「問題あり」
であった割合の約半数に減少したとする鈴木ら
の研究 16)と良好に一致する．
　以上より永久歯に生え替わる時期の虫歯予防
は，成人後の虫歯の数を減少するのに重要である
と考えられる．これは赤松らの研究 1)と一致する．

２．甘いものの摂食量に関する考察

　黒瀬らの研究 9)によれば3～4歳での砂糖摂取量
とその後の虫歯の増加に密接な関係があること
を示唆している．また，間食量が増加すると虫歯
の数が増加することが倉賀野ら 7)，および本橋ら
10)の研究で示されている．本研究で示した 2-4 歳
の他，各年齢層で甘いものの摂食量が多くなる傾
向が認められることから，上述の点を裏づけるも
のであると考えられる．
　この理由として単糖類・二糖類に分類される糖
類を含む食品を多量に摂食すると，糖が分解され
て口腔内の酸度が上がり，虫歯の原因となること
が指摘されている 4,9)．ところで本研究結果から虫
歯が多い子供ほど甘いものを好む傾向にあり，潜
在的に甘いものの摂食を望んでいる傾向が認め
られている．また食事の摂取量が変わるほど甘い
ものを摂食し，甘いものを疲れたときに欲しくな
る訳ではないという傾向が認められたことは，虫
歯の多い子供ほど日常的に甘いものを摂食して
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いる可能性を示唆している．すなわち，こうした
子供ほど甘いものの相対的な摂取量が多いと考
えられる．これらの点からも上述の点が裏づけら
れる．
　ところで本研究の結果からは必ずしも甘味料
を多く含む食品全てが虫歯の数の増加に影響す
るわけではないと考えられる．コーヒー・紅茶に
入れる砂糖の量と虫歯の数の間に有意差が認め
られなかったことからも上述の点が裏づけられ
る．この理由として，例えば近年ガムに多く含ま
れるようになったキシリトールなどの抗齲蝕性
代替甘味料等 11,12)を利用する場合，口腔内の酸度
は上昇しない．また，飲料の多用による虫歯の増
加の抑制が考えられる．虫歯の数との間に明確な
傾向を示した飴・ガム・アイスクリーム等は飲料
と同時に摂食される傾向が低い食品である．これ
に対して，明確な傾向が認められなかったチョコ
レート・菓子パンや有意差が認められなかったビ
スケット・ケーキ・プリン・和菓子などは同時に
飲料を摂る傾向が強い．したがって，甘いものを
摂食しても飲料により口腔内を洗浄する効果が
得られ，虫歯の増加を防止すると考えられる．こ
れらは大見らの研究 13)と一致する．
　また，甘いものの摂取量変化と虫歯の数の間に
有意差がないことは，子供達にとって「虫歯の数
が甘いものを控える理由にならない」ことを示し
ている．

３．野菜・副食摂取量についての考察

　進藤ら 15)は野菜を噛みごたえによって分類し，
噛みごたえの少ない野菜を多く食べるほど虫歯
の数が多くなることを指摘している．この理由と
して進藤らは咀嚼によって分泌される唾液や野
菜に含まれる水分が口腔内に産生された酸を中
和する可能性を示唆している．本研究で得られた，
虫歯の多い子供ほど野菜が嫌いであり，摂食量が
少なく，野菜をジュースとしても摂らないという
傾向はこれらを間接的に裏づける結果であると
考えられる．しかしながら，虫歯の数と野菜の種
類・調理法の間に有意差が認められないこと，お
よびサラダとして野菜を摂る量と虫歯の数との
間に有意差が認められないことから，野菜を摂取
することが虫歯の数の減少に有効であると断定
するのは難しい．
　さらに，本研究ではいも類・きのこ類・海草類・
豆類等様々な噛みごたえの副食の摂食量と虫歯
の数についても検討したが，有意差は認められて
いない．また，牛乳・コーヒー・紅茶の摂取量と
虫歯の数の関連も認められないことから口中の
水分量のみが必ずしも関連するとは考えにくい．
　また，インスタント食品・レトルト食品などの
咀嚼の少ない食品を多く食べる粗咀嚼習慣群の

子供に不定愁訴が多く，精神面に不安定要素が見
られたとする秋本らの研究 2)は，本研究の結果と
一致している．なお，このインスタント食品・レ
トルト食品の摂食では，栄養素が不足すると考え
られる．しかしながら，カルシウムを多く含む牛
乳・ヨーグルト・チーズなど乳製品の摂取量と虫
歯の数の間に関連が認められないことから，栄養
素の偏りのみが虫歯の数に影響するとは考えに
くい．

４．子供の生活習慣についての考察

　畑らの研究 5)では食事中にテレビを見る子供に
有意に虫歯の罹患率が高いことが示されている．
本研究で得られた，見る時間が長い子供ほど虫歯
が多いという結果はこれを間接的に裏づけてい
る．これには，テレビを見るとき，同時に間食し
ており，間食の絶対量が増加することと，見るこ
とにも集中しすぎて咀嚼・嚥下が遅滞し，口腔内
に食糧が停滞する時間が長くなることが理由と
して推測されよう．
　虫歯が多い子供ほど母親と過ごす時間が長い
という傾向は，子供と過ごす時間が長いほど母親
が子供に過剰に間食を与えていることを示唆し
ている．
　また食事の間隔が不規則になると空腹をまぎ
らわすために子供の間食の頻度が増加すると考
えられる．このような間食頻度の増加は，糖分を
多く含む食糧の摂食を相対的に増加し虫歯を増
加する一因となり得る．
　なお勉強時間および塾の時間は通常，間食等を
口にすることが少ないので，これらの時間が少な
くなると間食を摂取する機会が相対的に増加す
る．また，家の内外に関わらず，遊ぶ時間が増加
するとエネルギーを消費するので空腹を感じて
間食の摂取量が増加する．したがって勉強時間お
よび塾の時間の減少は虫歯を増加する間接的な
要因であると考えられる．

５．身体・精神面についての考察

　虫歯が多い子供ほど歯を磨いたときに出血し
やすい傾向は，歯槽膿漏など歯周病の存在を示唆
している．味覚のみでなく歯や口内の触感も食事
を楽しむために重要な要素であるので，虫歯もし
くはそれに伴う歯周病により咀嚼行動に苦痛を
感じ，食事を楽しく感じない傾向の一因となりう
る．また虫歯が多い子供は食事が不規則である傾
向により食事の時間に空腹でないなどの理由で
食事をおいしく感じないと考えられる．
　さらに虫歯が多い子供は甘いものを好む傾向
があるので，甘くないものをおいしいと感じない．
これにより食事を苦痛に感じるなどの傾向があ
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らわれる．
　また，虫歯の多い子供には見られる精神的な傾
向は概して「意志が弱い」と判断される項目を多
く含んでいると考えられる．すなわち，理論的な
思考で正しい行動を選択するのではなく，むしろ
本能的な要求に従う傾向が認められた．この精神
的な要素は，「甘いものを我慢出来ない」「虫歯
の予防措置(歯磨き等)を怠る」などの行動に至り
やすく，虫歯の増加を助長する重要な要素である
と考えられる．

Ⅳ．結語

　本研究では日本健康科学学会で行った「子供と
健康に関するアンケート調査」の調査結果に基づ
いて，子供の虫歯の数と食生活の関係について総
合的に検討を行った．この結果，虫歯の数に影響
を与えると考えられる項目を得た．それらの項目
について検討した結果，各項目にのみ注目した場
合，従来の研究例とほぼ一致するものの，摂食の
方法，すなわち食事の組合せや飲料の摂取などに
より実際の虫歯の数への影響が異なることが分
かった．また，生活全般についても検討を行い，
虫歯と食生活を含む生活に相互に影響しやすい
生活に関する見識を得た．
　虫歯の数は，生活習慣全般に依存するものであ
り，必ずしも単一の要因のみで決定するものでは
ないと示したことは極めて重要である．
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Influence of Children’s Life Style on Their Dental Health

Satoru Honma and Hidetoshi Wakamatsu

Department of Biophysical System Engineering ,
Graduate school of Health Sciences ,
Tokyo medical and Dental University

Abstract  Carious teeth are commonly seen in their high morbidity rate as well as colds
among the school children. The prevention of teeth is necessary from their early school age,
including clarification of the cause of their dental caries, because they can be hardly
recovered to their original state. This study is based on the investigations by questionnaire
about the life style of children, which were performed for about 10,000 school children from
6-15 years of age in Hokkaido, Iwate, Chiba, Shizuoka, Fukui, Shiga, Wakayama,
Yamaguchi, Kochi, and Kagoshima prefectures from 1990 to 1994. From their statistical
analysis, some influential factors on tooth dental caries are automatically selected from all
the investigated items. Their precise study shows that some combinations of foods and
beverages have close relation to the morbidity of carious tooth in school children. Thus, it is
concluded that the dental caries is caused by various factors on their life style including
food intake habit and their mental state.

Key words : dental caries , dietary behavior，children , multivariate methods
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